














 対照研究（Contrastive Analysis，以下CA） 1 は外国語教育にどのような貢献
ができるのか？  この問いかけは，実は古くて新しいものであることに驚かさ
れる。古くは，対照研究の成果が外国語教育に応用されていないという批判
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 さ て ， 対 照 研 究 の 興 隆 に と っ て 記 念 碑 的 文 献 は  Fries(1945) 及 び  
Lado(1957)であろう。特に前者の次の一節は初期の対照研究，すなわち「古
典的 CA」（Selinker 1992）にとっての一大目標となる。  
The most efficient materials are those that are based upon a scientific 
description of the language to be learned, carefully compared with parallel 
description of the native language of the learner. (p.9) 
 '60 年代に入り，対照研究はシカゴ大学を中心とする一連の「対照研究シ
リーズ」（例えばStockwell et al. 1965）で古典的CAの絶頂期を迎えるが，その
後，外国語教育への応用の有効性を疑問視する批判が相次いで噴出し， '70







は，学習者の誤用を取り除くことを過剰に期待されるあまり（strong version of 
CA），このパラダイム変換の流れの中で結果的に頓挫してしまうのである
（Danesi & Di Pietro 1991:8-9）。  
 その後の対照研究は，古典的 CA 時代に行われていたような研究はすっか
り鳴りを潜め，誤用分析（Error Analysis: EA）の方向や  S. Pit Corder の流
れを汲む  Selinker が提唱する中間言語（Interlanguage）研究や第２言語習
得（Second Language Acquistion: SLA）理論の方向などへと新たな展開を見せ
ることとなる。  
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 そもそも筆者は，古典的 CA 自体がつまずいたのは，単に学習者の誤用を















があるものと思われる（桜井 2001）。  
 
2.2. 対照研究の対象  
 さて，そこでまず考えなければならないのは対照研究の対象である。すで





















「Tertium Comparationis（比較のための第３の視点）」（石綿・高田 1990:12-16, 
Fisiak 1981: 2-3，Krazeszowski 1984）と呼ぶ。例えば，古典的 CA の頃は '60
年代当時の変形・生成文法（特に Chomsky 1965）の影響を受けて，それが第
３の視点として取られることが多かった。  








2.4. 日本における対照研究概観  






















2.5. 対照研究の有効性と言語教育に対して貢献できる分野  
 対照研究の有効性を論じるにはまだまだ研究データを積み重ねる必要があ
るが，外国語習得の初期の段階における学習者の母語の影響を説明するのに




























































































もう significa “já” e é usado com Ｖました. Neste caso, Ｖました significa 
que a ação já foi completada. 
A resposta para a pergunta もうＶましたか  é はい，もうＶました  ou いい
え，まだです. 
14.  もう荷物を送りましたか。 Você já enviou o pacote? 
 …はい，［もう］送りました。 …Sim, já (enviei). 
 …いいえ，まだです。 …Não, ainda não. 
Para dar uma resposta negativa para este tipo de pergunta, não se pode 
usar Ｖませんでした, que significa simplesmente que você não fez uma tarefa 
específica no passado, em vez de demostrar que não fez esta tarefa por 
enquanto. 






14.  Você já enviou o pacote? もう荷物を送りましたか。 
 …Já (o enviei). …はい，もう送りました。 
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 「まだ－V forma-て  いません」 
Este padrão de sentença significa que o fato não ocorreu ou que ainda não 
foi efetuado. 
11. 銀行はまだ開いていません。 O banco ainda não está aberto. 
12. レポートはもう書きましたか。 Já escreveu o relatório? 
 …いいえ，まだ書いていません。  …Não, ainda não. 
                         (p.39，初級２・第31課) 
（日本語訳） 
この文型は事象が行われなかった，またはまだ実現していないことを表します。 
11. O banco ainda não está aberto. 銀行はまだ開いていません。 
12. Já escreveu o relatório?  レポートはもう書きましたか。 
























































No caso do português, o pretérito perfeito simples em negativo pode 
expressar um acontecimento e/ou uma ação ainda não realizada, conforme 
outro exemplo: 
A: Você já enviou o pacote? 
B: Não o enviei ainda. 




 A：Você já enviou o pacote?（もう小包を送りましたか。） 





























                                          
1    「対照研究  Contrastive Studies」の名称には，他にも「対照言語学  Contrastive 
Linguistics」，「対照分析 Contrastive Analysis」があることが知られているが，本
稿では本報告書の統一テーマ及び慣行に従って，日本語の場合は「対照研究」，英語
の場合は  Contrastive Analysis（以下略してCA）を採用している。 
2    Danesi & Di Pietro(1991)を基に本稿筆者が作成。図 1 中の矢印の長さは同書
に言及された年代をある程度まで精確に示しているが，矢印の始点と終点は各潮流
の実際の開始時点及び終了時点と必ずしも一致しているわけではない。 
3    大事なものを無用なものと一緒に捨ててしまうことの譬え。 
4    ここではLado(1957)のタイトルを思い起こしていただきたい。 
5    正確に言うと，日本語普及センター（サンパウロ）主催の第 36 回全伯日本語教
師合同研修会（1994 年１月 10 日－24 日，於・ブラジル日本文化協会小講堂）で筆
者が行った講義を基に，『サンパウロ新聞』の「教育」欄用に書き下ろしたものであ
る。 
6    同シリーズの前身『しんにほんごのきそ』シリーズも同様で，各国語版の訳本・
文法解説書があるが，技術研修者向けに制作された教科書であるため，人気が高か
った反面，語彙面で技術研修に特化していた。 






8    前者の立場では，筆者が大学学部２年生のスペイン語の授業で原書購読した
Real Academia Espanola (1979)であり，また後者の立場では，国際交流基金の日本
語教育専門家としてブラジルに赴任していた当時に使用したことのあるFukasawa 
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et al. (1989)である。同書は，国語学の用語や知識をブラジル人の日本語専攻大学生
に教えるために書かれた文法書である。 
9    更に「Ｖている」の用法を本冊の例文と課で列挙すると以下の通りとなる。 
     第 14 課：ミラーさんは今電話をかけています。（初級１） 
     第 15 課：サントスさんはパソコンを持っています。（初級１） 
     第 29 課：この自動販売機はこわれています。（初級２） 
     第 31 課：「レポートはもう書きましたか。」「いいえ，まだ書いていません。」 
                                （初級２） 
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